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特集 平成26年度中小企業労働事情実態調査の概要（山口県版）

■　―いま、これを伝えたい！―
 企業組合のぞみ会
■　組合等ニュース
■　「新ものづくり補助金」採択企業・事業計画名の紹介
■　業務改善推進シンポジウムのご案内
■　技能検定試験技能五輪山口県予選大会のお知らせ
■　景況動向

■　新たな『山口県火災共済協同組合』がスタート
■　 人材の紹介や、雇用調整対象者に再就職の支援を
しています

■　非正規雇用労働者の正社員転換等の促進を要請
■　やまぐちのものづくり＆ビジネスフェア2014のご案内
■　山口県最低賃金が変わりました

表紙写真説明
「幸せます通り チャレンジショップ」オープン
 （天神町銀座商店街振興組合）
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シリーズ

も
に
出
店
し
た
と
こ
ろ
急
激
に
売
上
が
増

加
し
、
同
17
年
９
月
に
、
法
人
化
に
よ
る

経
営
の
合
理
化
、
働
く
場
の
確
保
、
地
域

へ
の
貢
献
等
を
図
る
た
め
、
個
人
で
も
参

加
で
き
る
企
業
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

【
商
品
が
数
々
の
賞
を
受
賞
】

　

当
組
合
で
は
、
設
立
以
来
、
イ
ベ
ン
ト
、

交
流
会
、研
修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

の
ぞ
み
会
並
び
に
の
ぞ
み
会
の
商
品
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
売
上
増
加
を
目
的
と
し
た
品
質
向

上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
農
山
漁
村
女
性

企
業
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
等
に
出
席
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
協
力
・
参
加
し
、
組
合
や
商
品
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
実
を
結
び
、
昨
年

12
月
に
は
、
下
関
市
主
催
の
加
工
開
発
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
、「
梨
み
つ
き
な
こ
飴
」

が
最
優
秀
賞
に
、
さ
ら
に
、
本
年
１
月
に

は
、山
口
県
ふ
る
さ
と
加
工
開
発
コ
ン
ク
ー

ル
に
て
、「
き
な
粉
飴
」
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

企
業
組
合
で
過
疎
化
を
防
ぐ
！

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　理 事 長：下村ユワ子
　○　組合員数：12名
　○　組合住所：下関市豊田町庭田88
　○　☎ 0837-66-3473  FAX 0837-66-2381
【組合の主な活動】
　農産加工品の製造販売事業

企業組合のぞみ会

【
設
立
の
経
緯
】

　

当
組
合
は
、
昭
和
63
年
12
月
に
営
農
組

合
婦
人
部
と
し
て
任
意
グ
ル
ー
プ
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
産
・
地
消
を
目
的

と
し
て
、
地
元
農
産
品
の
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、

青
じ
そ
、
柚
子
、
い
ち
ご
等
を
材
料
と
し

た
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
お
茶
、
餅
等
の
加
工
、

販
売
を
「
と
よ
た
古
里
セ
ン
タ
ー
」
で
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
12
月
に
は
道
の

駅
「
蛍
街
道
西
の
市
」
の
オ
ー
プ
ン
と
と

企
業
組
合
の
ぞ
み
会

さ
れ
る
「
や
ま
ぐ
ち
も
の
づ
く
り
＆
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」に
人
気
商
品「
げ

ん
こ
つ
」（
豊
田
産
の
ひ
と
め
ぼ
れ
を
使

用
し
た
ポ
ン
菓
子
）、
苺
ジ
ャ
ム
（
冬
の

間
時
間
を
か
け
て
熟
し
た
苺
を
使
用
）、

梨
み
つ
（
豊
田
町
で
収
穫
し
た
20
世
紀
な

し
を
使
用
し
た
み
つ
）
を
中
心
に
商
品
を

出
展
し
ま
す
。

　

下
村
理
事
長
は
、「
売
上
の
増
加
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
企
業
組
合
の
取
り
組
み
に
よ
り
過

疎
対
策
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

組
合
の
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
も
重
要
課

題
で
す
。」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
下
関
市
、
県
下
関
農
林
事
務
所
、
道

の
駅
と
の
連
携
に
よ
り
、
の
ぞ
み
会
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
地
域
の
過
疎
化
防
止
と
後
継
者
育
成
が

課
題
！
】

　

当
組
合
で
は
、
下
村
理
事
長
を
中
心
と

し
た
月
１
回
の
全
員
会
議
で
、
12
名
の
組

合
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

一
枚
岩
の
団
結
で
、
長
引
く
不
況
の
中
で

安
定
的
な
経
営
の
維
持
を
図
る
た
め
の
検

討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
11
月
３
日
・
４
日
に
開
催 のぞみ会の商品
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平
成
26
年
度

中
小
企
業
労
働
事
情
実
態
調
査
の
概
要

 

（
山
口
県
版
）

　
本
調
査
は
、
毎
年
、
各
都
道
府
県
中
央
会
が
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の
事
業
所
を

対
象
に
、
全
国
統
一
の
調
査
票
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
経
営
、
従
業
員
の

労
働
時
間
・
有
給
休
暇
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
、
女
性
管
理
職
の
有
無
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
正
規
雇
用
へ
の
転
換
、
賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
そ
の

概
要
を
作
成
し
、
過
去
５
年
間
と
比
較
し
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
細
は
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
予
定
で
す
。

１　
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
（
図
Ⅰ
）
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、「
悪

い
」
と
す
る
企
業
は
平
成
22
年
度
以
降
減

少
が
続
き
、
４
年
前
よ
り
30
・
１
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
、
逆
に
「
良
い
」
と
す
る
企
業

は
平
成
24
年
度
に
減
少
し
た
後
、
８
・
５

ポ
イ
ン
ト
回
復
し
た
も
の
の
、「
変
わ
ら

な
い
」
と
す
る
企
業
の
21
・
１
ポ
イ
ン
ト

回
復
に
は
及
ば
な
い
。
全
体
と
し
て
、
経

◎
今
回
の
調
査
の
特
徴

　

○ 　

経
営
状
況
で
は
、
昨
年
に
比
べ
て
「
良
い
」
と
す
る
事
業
所
が
５
・
７

ポ
イ
ン
ト
増
加
。
経
営
上
の
あ
い
路
と
し
て
は
、「
人
材
不
足
（
質
の
不

足
）」、「
原
材
料
・
仕
入
品
の
高
騰
」
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

○ 　

労
働
事
情
に
お
い
て
は
、
特
に
新
規
学
卒
者
の
採
用
充
足
状
況
で
は
、

充
足
率
が
３
年
連
続
減
少
し
て
い
た
が
、
平
成
26
年
は
、
前
年
よ
り 

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
僅
か
に
回
復
し
て
い
る
。

１
．調
査
時
点　
平
成
26
年
７
月
１
日

２
．調
査
対
象　
８
０
０
事
業
所 

（
25
年
度　

８
０
０
事
業
所
）

３
．回
答
数　
４
１
１
事
業
所 

（
25
年
度　

４
６
４
事
業
所
）

４
．回
答
率　
51
・
４
％ 

（
25
年
度 　
　
　

58
・０
％
）

8.2

10.8

8.7

11.5

17.2

33.8

36.9

43.3

50.4

54.9

58.0

52.3

48.1

38.1

27.9

H22

H23

H24

H25

H26

（図１）経営状況
悪い 変わらない 良い

（%）

営
状
況
は
回
復
傾
向
に
あ
る
。

　
（
図
２
）
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
あ

い
路
に
つ
い
て
は
、
過
去
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
「
販
売
不
振
・
受
注
の
減
少
」
と

す
る
企
業
が
、
４
年
前
に
比
べ
27
・
５
ポ

イ
ン
ト
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」
も
、
平
成

22
年
度
よ
り
13
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
過
去
少
な
か
っ
た

「
人
材
不
足
（
質
の
不
足
）」
を
あ
い
路
と

す
る
企
業
が
平
成
25
年
度
よ
り
増
加
に
転

じ
、
ま
た
、「
原
材
料
・
仕
入
品
の
高
騰
」

と
す
る
企
業
も
同
様
で
あ
る
。
直
面
し
て

い
る
経
営
上
の
問
題
点
が
変
っ
て
き
て
お

り
、
割
合
で
「
人
材
不
足
（
質
の
不
足
）」

が
ト
ッ
プ
、「
原
材
料
・
仕
入
品
の
高
騰
」

が
２
番
目
に
な
っ
て
い
る
。

２　
従
業
員
の
労
働
時
間
に
つ
い
て

　
（
図
３
）
週
所
定
労
働
時
間
に
つ
い
て

は
、「
40
時
間
超
44
時
間
以
下
」
は
、
全

体
の
１
割
強
で
推
移
を
し
て
い
る
。「
40

時
間
」
の
企
業
が
47
・
４
％
と
最
も
多
い
。

38
時
間
超
40
時
間
未
満
」
は
微
減
し
て
い

る
が
、「
38
時
間
以
下
」は
微
増
し
て
い
る
。

（図２）直面している経営上のあい路　複数回答

（%）
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（図３）週所定労働時間
40時間超
44時間以下

40時間 38時間超
40時間未満

38時間以下
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３　
従
業
員
の
年
次
有
給
休
暇
つ
い
て

　
（
図
４
）
年
次
有
給
休
暇
の
平
均
取
得

率
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
と
比
べ
る

と
「
10
％
未
満
」、「
30
〜
50
％
未
満
」
が

微
増
し
、「
10
〜
20
％
未
満
」、「
20
〜

30
％
未
満
」、「
50
〜
70
％
未
満
」、「
70
〜

１
０
０
％
」は
い
ず
れ
も
微
減
し
て
い
る
。

４　
新
規
学
卒
者
の
採
用
状
況
に
つ
い
て

　
（
図
５
）
平
成
26
年
３
月
の
新
規
学
卒

者
採
用
充
足
状
況
は
、
前
の
２
年
か
ら
僅

か
に
回
復
し
た
状
況
で
あ
る
。
増
加
傾
向

で
あ
っ
た
「
事
業
所
数
」・「
採
用
計
画
人

数
」・「
採
用
実
績
人
数
」
は
平
成
25
年
に

減
少
し
、
平
成
26
年
で
は
、「
事
業
所
数
」

は
回
復
し
て
い
な
い
も
の
の
「
採
用
計
画

人
数
」・「
採
用
実
績
人
数
」
は
微
増
し
て

お
り
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
状
況
も
少
し

改
善
し
て
い
る
。

５　
女
性
の
管
理
職
の
有
無
に
つ
い
て

　
（
図
６
）
女
性
の
管
理
職
の
有
無
に
つ

い
て
は
、「
い
る
」
と
の
回
答
事
業
所
数

は
全
国
平
均
よ
り
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
る
が
、
30
・
８
％
の
事
業
所
で

女
性
管
理
職
の
登
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

６ 　
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
規
雇

用
へ
の
転
換
に
つ
い
て

　
（
図
７
）
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
規

雇
用
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、「
転
換
し

た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
事
業
所
数
が

12
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
よ

り
７
・
２
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
正
規
雇
用
へ
の
転
換

の
促
進
が
望
ま
れ
る
。

下
げ
た
」・「
７
月
以
降
引
下
げ
る
予
定
」

は
、
と
も
に
減
少
を
し
て
い
る
。
企
業
の

賃
金
改
定
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

（%）（図４）年次有給休暇の平均取得率（従業員１人当たり）
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（図５）平成26年３月新規学卒者の採用充足状況
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（図７）非正規雇用労働者の
　　　　正規雇用への転換
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（%） （図８）賃金改定実施状況 
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（図６）
女性の管理職の有無

32.2

30.8
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69.2

全　国
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いる いない

７　
賃
金
改
定
等
に
つ
い
て

　
（
図
８
）
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
７

月
１
日
（
調
査
時
点
）
ま
で
の
賃
金
の
改

定
状
況
は
、「
引
き
上
げ
た
」
が
39
・
４
％

で
、
前
年
よ
り
10
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

「
７
月
以
降
引
き
上
げ
る
予
定
」
も
２
・０

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
未

定
」・「
今
年
は
実
施
し
な
い（
凍
結
）」・「
引

中
小
企
業
組
合
士
検
定
試
験
の

 

受
験
者
募
集
中
！

　

当
試
験
の
願
書
の
締
め
切
り
は
、
10

月
15
日
㈬
で
す
。
積
極
的
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　

中
央
会
（
担
当
：
田
中
）
ま
で
。

　
　

☎
０
８
３
―
９
２
２
―
２
６
０
６
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組合等ニュース

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

９
月
８
日
㈪
、
お
年
寄
り
に
気
持
ち
よ

く
、
さ
わ
や
か
に
９
月
15
日
の
「
敬
老
の

日
」
を
迎
え
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
思
い

か
ら
、
山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

（
角
野
悦
雄
理
事
長
）
で
は
、
毎
年
「
理

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
、
宇
部
市
西
岐
波
に
あ

る
「
宇
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」

で
、
患
者
さ
ん
２
５
０
名
の
散
髪
を
行
い

ま
し
た
。散
髪
を
終
わ
っ
た
お
年
寄
り
は
、

「
さ
っ
ぱ
り
し
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
笑
顔
で
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
報
道

関
係
者
も
取
材
に
訪
れ
、
こ
の
活
動
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

８
月
28
日

㈭
、
山
口
市

内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、

山
口
県
中
小

企
業
組
合
士

会
（
的
場
弘

司
会
長
）
が

平
成
26
年
度

通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

的
場
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
議
案
の
審

議
に
入
り
、
事
業
報
告
・
決
算
、
事
業
計

画
・
収
支
予
算
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
だ
ち
、
山
口
労
働
局
地
方
産

業
安
全
専
門
官
の
今
橋
郁
正
氏
と
労
働
安

全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
石
廣
行
氏
を
講
師

に
、「
労
働
災
害
の
な
い
職
場
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
最
近
の
労
働
災
害
の
状
況
や

労
働
災
害
の
事
例
・
防
止
対
策
に
つ
い
て

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
労
働
災
害
の
現
状
や
労
働

災
害
防
止
の
た
め
の
三
ム
の
排
除
（
ム
リ
、

ム
ラ
、
ム
ダ
）
や
作
業
手
順
の
重
要
性
等

も
よ
く
理
解
で
き
、
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

総
会
並
び
に
労
働
災
害

防
止
対
策
研
修
を
開
催

山
口
県
中
小
企
業
組
合
士
会

平
成
26
年
度
通
常
総
会
を
開
催
！

山
口
県
中
央
会
鉄
工
組
合
連
絡
協
議
会

　

８
月
26
日
㈫
、
山
口
市
内
の
ホ
テ
ル
に

て
、
山
口
県
中
央
会
鉄
工
組
合
連
絡
協
議

会
が
通
常
総
会
が
開
催
し
ま
し
た
。

　

八
塚
会
長
（
新
南
陽
鉄
工
団
地
協
同
組

合
理
事
長
）
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
平

成
25
年
度
事
業
報
告
、
決
算
書
の
承
認
及

び
平
成
26
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並

び
に
会
費
の
額
及
び
徴
収
方
法
の
承
認
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
本
会
も
の
づ
く
り
支

援
室
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
白
上
貞

三
氏
よ
り
「
も
の
づ
く
り
企
業　

成
功
の

ポ
イ
ン
ト
！
」
を
テ
ー
マ
に
も
の
づ
く
り

補
助
金
の
活

用
事
例
な
ど

に
つ
い
て
研

修
会
が
行
わ

れ
、
出
席
者

は
、
厳
し
い

経
済
情
勢
の

中
、
生
き
残

り
・
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
熱
心

に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し

た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

天
神
町
銀
座
商
店
街
振
興
組
合

　

10
月
28
日
㈰
、
防
府
市
の
天
神
町
銀
座

商
店
街
振
興
組
合
（
愛
称
：
幸
せ
ま
す
通

り
）
で
、
創
業
希
望
者
が
期
間
限
定
で
出

店
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開

店
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
店
す
る
の
は
、
雑
貨
、
陶
芸
・
絵
画

等
の
芸
術
村
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
そ
れ

ぞ
れ
１
店
舗
の
合
計
３
店
舗
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
創
業
希
望

者
が
店
舗
経
営
を
体
験
し
開
業
を
目
指
す

も
の
で
、
商
店
街
の
活
性
化
や
魅
力
向
上

を
図
る
目
的
で
、空
き
店
舗
を
活
用
し
て
、

同
商
店
街
が
企
画
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
防
府
商
工
高
等
学
校
３
年
生

に
よ
る
ホ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
、

ホ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
商

品
も
取
り
揃
え
て
あ
り
、
高
校
生
の
笑
顔

と
元
気
な
声
が
賑
わ
い
を
増
し
ま
し
た
。



6山口県の中小企業（2014年10月号）

「新ものづくり補助金」採択企業・事業計画名の紹介
「新ものづくり補助金」において、第２次公募で、採択（９月29日発表）された62社の事業計画名を紹介します。

事 業 者 名 事 業 計 画 名
有限会社フラップオート・ジャスティス レッカー事業強化による地域密着型自動車整備業の展開

興 和 産 業 株 式 会 社 新型パネルソーの導入による輸出梱包用木箱、木枠製造に関する生産体制強化計画

山 本 産 業 株 式 会 社 電子商取引システムとリンクし、極小リードタイム発注にも対応可能な鉄道車両部品生産管理システムの構築

多機能フィルター株式会社 のり面保護・緑化マットの多品種少量生産能力の向上

株 式 会 社 朝 日 製 作 所 鉄道インフラ輸出における生産システムの構築

株 式 会 社 光 洋 金 属 防 蝕 環境に考慮した３価クロメ-ト亜鉛めっきライン新設による省力化、品質安定化、環境負荷の改善及び
新液使用による生産性の向上

株 式 会 社 徳 機 製 作 所 最新鋭型ベンダー加工機導入による加工品質及び加工能力向上による生産プロセスの強化

日 本 硝 子 建 具 株 式 会 社 プログラマブル自動アルミ加工システム導入による多品種生産力強化と、高性能省エネ建具分野への新規参入

株 式 会 社 岩 井 化 成 高付加価値成形装置（ガスアシスト・ヒート＆クール）導入による新商品開発力及び技術力の向上

冨士高圧フレキシブルホース株式会社 ホース生産ラインにおける作業時間の短縮化と効率改善の取り組み

株 式 会 社 タ ク ス 高齢者社会に対応できる高齢者に美味しく・親切な・安全安心な介護食の開発

有 限 会 社 イ シ ダ Ｔ Ｍ Ｃ 短納期多品種少量生産用最新縦型マシニングセンターの導入

株 式 会 社 サ ン ポ リ 再生プラスチックによる環境配慮型・低コスト・高収率・高品質「トマト栽培システム」の開発と全国販売

三 和 産 業 株 式 会 社 ステンレス鋼の不動態化処理工程の確立

金 光 酒 造 株 式 会 社 日本酒需要の多様化に対応する多品種小ロット生産化に向けた四季醸造設備の導入

株式会社ヤマカタプラスチック 最新NCルーター導入における医療・自動車製造ライン部品の生産性と品質の向上

株 式 会 社 道 中 超新鮮魚介類輸送パッケージシステムの開発

金 井 金 属 工 業 株 式 会 社 新型アイトレーサー導入による高精度部材対応計画

株 式 会 社 恵 比 須 堂 印 刷 多品種・少量生産に適した輪転印刷・連続加工機の開発

有 限 会 社 森 板 金 製 作 所 新規顧客獲得の為の、新型設備導入による高品位加工の実現

有 限 会 社 山 陰 ボ デ ー ３次元計測機を使用した革新的な鈑金修理工程の確立と水性塗料及び水性塗装ブース導入による環境
修理サービスの提供

有 限 会 社 ほ う え い 堂 食の安全・安心や健康志向に応え、甘さを抑えた外郎の開発・生産

株 式 会 社 シ ン ラ テ ッ ク 木質バイオマス製造分野へ進出し、林業において流通革新を起こす

株 式 会 社 モ リ ワ カ 歩行リハビリ支援システムの試作開発

株 式 会 社 ミ コ ー 食 品 日本初！高森牛熟成ほし肉の品質、生産性向上

株 式 会 社 日 柳 製 作 所 最新大型NC中ぐり機導入によるリニア部品の生産効率の向上

キッコウ・ジャパン株式会社 自然環境再生機能を有する職人不要の空石積み擁壁工法の開発

オ オ シ マ 自 工 株 式 会 社 個別受注型生産管理システム等の導入により原価低減及び受注拡大を実現する

日 進 工 業 株 式 会 社 水中インフラ構造物の点検、補修用磁石車輪システムの試作開発

三田尻化学工業株式会社 光合成細菌を主とした微生物資材によるサッチ分解材と堆肥化促進剤の研究開発

有 限 会 社 北 田 製 作 所 最新鋭立型マシニングセンター導入による真空部品精密仕上げのヘール加工法確立

ヒ カ リ 乳 業 株 式 会 社 アイスクリーム少量充填時のオーバーラン安定化ラインの開発

有 限 会 社 鳳 山 堂 製造技術の高度化による高級家具の生産性向上とコスト削減を両立することで新たな市場（客層）を開拓する

新 栄 自 動 車 株 式 会 社 大型車輛整備設備設置による作業効率大幅向上と整備納期短縮による顧客サービス向上計画

株 式 会 社ブンシジャパン ベルト除菌洗浄装置の選択仕様（バリエーション）拡大による様々な食品製造工場への拡販

有 限 会 社 安 本 樹 脂 産 業 廃プラスチックを利用した工業用リサイクル樹脂ペレットの生産

株 式 会 社 中 島 屋 酒 造 場 各製造工程における品質向上、生産能力の強化及び販売拡大に必要な新しい製造設備の導入

永 岡 鋼 業 株 式 会 社 高精度・高効率管理と多品種少量生産での市場競争力強化を実現する製造管理システムの導入

株 式 会 社 M． I ．W ３次元加工プロセス導入による新技術・新サービスの展開

株 式 会 社 大 伝 粉体塗装ラインの構築による製造環境の改善と生産性向上

有限会社メディカルソフトウェアラボラトリー 保健医療福祉分野公開鍵基盤による電子認証機能を搭載した医療福祉業務システムの開発と事業化

県内の元気のある中小企業紹介
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県内の元気のある中小企業紹介・お知らせ

事 業 者 名 事 業 計 画 名
周 南 マ リ コ ム 株 式 会 社 緊急通報システムを支える西日本サーバーネットワークの構築

カ ジ マ 水 産 有 限 会 社 100％残骨ゼロを実現する冷凍魚向け残骨エックス線検査機の共同開発と設備導入事業

光 和 電 業 株 式 会 社 溶接と３次元CAD連携による環境負荷軽減型電源BOXの生産性強化

株式会社周南歯科技工所 切削型３Dプリンター導入における歯科技工のプロセスの改善

株 式 会 社 藤 井 電 業 社 省エネ推進の為の低価格普及型電力量＆電力料金モニターシステムの開発

株 式 会 社 エ ム テ ッ ク 新調理システム・凍結含浸法の導入と加工食品の新たな分野開拓及び生産体制の合理化計画

エヌ・エス・エイ株式会社 嗜好に合わせた音声を手軽に作成・提供できるシステムの開発と提供サービスの販売

株 式 会 社 新 栄クリエイト ゼロエネルギー戸建賃貸住宅カシータの開発

株 式 会 社 小 野 田 ミ ー ト 最新の食品加工設備導入による大手食品メーカーの国産回帰ニーズの取り込み

長 栄 工 業 株 式 会 社 生産管理システムの導入による生産工程管理の適正化および生産効率の向上

山 陽 鋼 機 建 設 株 式 会 社 部材接合生産方法改善による生産効率を向上し価格競争対応事業

株 式 会 社 ア ル モ ウ ル ド 最新鋭ワイヤーカット機の導入による新技術の開発

アボンコーポレーション株式会社 鋳鉄［自社製品鋳田籠］を応用したゲリラ豪雨対策雨水貯留槽システムの開発

株式会社Transition State Technology 有機半導体材料のための量子化学バンドギャップスクリーニングDBの開発
日 本 海 洋 産 業 株 式 会 社 LNG-STS用緊急離脱装置

株式会社宇都宮帆布工房 帆布裁断機等導入による多品種オリジナルプラット帆布製品の製作工程の短縮・売上拡大

山五青写真工業株式会社 個人に最適化し思い出も共有できる団体向けフォトアルバム事業

水 口 電 装 株 式 会 社 メンテナンスから「ものづくりへの転換」を目指した内製化のための加工技術の高度化

有 限 会 社 イ ケ ダ 商 会 気体溶解技術を用いた高効率・低コストの窒素海水の製造装置の開発

株 式 会 社 広 島 企 業 光学選別機による容器包装プラスチックのPE、PP素材の単一選別・量産化

株 式 会 社 吉 田 総 合テクノ 鯨油由来フィードオイル量産製造装置の導入

お知らせ 国家試験 平成26年度（後期）

技能検定試験
技能五輪山口県予選大会
働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明されます。

●受検申込期間　10月６日㈪～10月17日㈮まで
● 受検案内（受検申請書）は当協会、市町役場労働担当課、職業
安定所等に用意しています。
●検定実施職種
◎印は技能五輪山口県予選大会職種（平４年１月１日以降に生まれた者）
機械保全（機械系・電気系・設備診断）・農業機械整備・かわ
らぶき・鉄筋・ガラス施工・防水施工・◎冷凍空調・◎石材施
工・◎建築大工・◎配管・◎機械・プラント製図（ＣＡＤ）・
特級等
 55職種44作業です。

お問い
合せ先 山口県職業能力開発協会 山口市中央四丁目３－６

☎ 083‒922‒8646
■ホームページでも技能検定のご案内をしています。
　URL  http://www2.ocn.ne.jp/~syokunou/

業務改善推進シンポジウムのご案内
～労務改善しながら経営改善できる、とっておきのお話です！～

■　日　時　 平成26年11月６日㈭　13時30分～16時00分
■　場　所　 山口グランドホテル
■　定　員　 60名（先着順）　　　　■　参加費　 無料
■　締　切　 平成26年10月31日㈮
■　主　催　 山口県中小企業団体中央会
　　　　　　 山口県最低賃金総合相談支援センター
■　内　容　 第１部　情報提供「業務改善助成金制度について」　講師　山ロ労働局労働基準部賃金室
　　　　　　 第２部　基調講演「申請段階における業務改善相談事例」　講師　特定社会保険労務士　上條昭夫 氏
　　　　　　 第３部　パネルディスカッション　「業務改善助成金の効果的な活用の仕方」
　　　　　　 第４部　個別相談

シンポジウムの内容
　本シンポジウムでは、業務改善助成金（最低賃金40円以上の
引上／助成金上限100万円：補助率３／４［企業規模30人以下］）
の効果的な活用を通して、どのような視点で、経営改善、労務
改善を行い、具体的な賃金の引き上げを進めていったかについ
て、事例を交え、わかりやすく説明します。
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岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 ８月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →

商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →
運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

景況動向

平成26年８月期

　８月は卸売業、小売業、商店街及びサービス
業などの非製造業や建設業から、台風や長雨の
影響による来客数や売上の減少、工期の遅れの
報告が目立つ。
　また、建設業では技能者不足、運輸業では乗
務員の確保困難との声があり、人材不足が続いて
いる。
　景況感は、繊維工業と木材・木製品では、販
売量が伸びず悪化してきているとの声がある中、
一般機器や輸送機器の製造業では、製造物によっ
て差があるものの、全体では仕事量が増加してい
るとの声が有り、まだら模様が続いている。
　燃料費等の高止まり等の厳しい状況も続いてお
り、引き続き今後の動向に注目したい。
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　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　気温が低めだったので、洋生菓子について例年より販売が好調だった。一方、
ゼリー・水ようかんは低調。 （パン・菓子製造業）
○　８月は８／21時点で昨年比＋10％の推移。お盆期間（８月10～18日）の売上は
対前年同期間比で＋12％と大幅にアップ。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　納入先の状況は販売が伸びず厳しい。組合企業も以前にも増して経営が厳し
い。明るい材料がない。 （下着類製造業）
○　今まで順調に受注が入って来たが、９月の後半から厳しくなりそう。
 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　新設住宅着工戸数の減少に伴い、景況感が悪化している。木材価格にも上昇
の兆しが無い。 （山口市）
○　公共工事の取扱いも若干あるが、大幅に影響を与える程のボリュームでは無い。
 （下関市）

印 刷 ○　全国的に多くの同業社が倒産する中、その分の引き合いがあるかもしれないが、
今後、これに対応できる設備投資が出来るかどうかがポイントとなる。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　前年同月に比べ出荷数量が激減している。 （砕石製造業）
○　出荷量は、前月比で101％、前年同月比も101％となった。
 （生コンクリート製造業）

一 般 機 器

○　自動車及び大型構造物製造関連は好調。プラント輸出関連は前月に引き続き受
注が不振。雇用関係は、求人が集まらず社内の年齢層が偏っている。関連業種
で明暗が生じているが、組合全体では年内は好調。 （一般機械器具製造業）
○　８月の受注はやや低迷の上に、価格の引下げ要求が非常に厳しい。成形製品の
設備稼働率は、微増傾向にあるが、受注量が不足している。

 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　仕事量増加、人員不足、増員への対応困難。 （船舶製造・修理業）
○　鉄道車両部門の作業量に大きな増減は見えず、まずまずの状態で推移。精密
加工部門の作業量は、この数ヶ月は３割減の状態が続く模様。

 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業

○　魚がいなくて魚が獲れないことと長雨で海産物が益々品薄で、入札価格が高く
買うことが出来ないため、在庫が減少。販売価格も低下し、売上が減少。
 （乾物卸売業）
○　雨続きで天候が不安定なため、時化も多く、魚の入荷が無い状況が続き、卸
業者にとっても、納入業者にとっても苦しい状況。 （生鮮・魚介卸売業）

小 売 業
○　８月は天候不順のため、７月より組合員の状況が悪化している。全業種で消費
者の消費意欲が欠けている模様で、消費税10パーセントへの移行は不可能な状況
との意見が強い。農産物は不作で高値。 （各種商品小売業）

商 店 街
○　天候が少し悪かったため今一つではあるが、夏休み、お盆休みなどで少し客足
が増し、売上も微増の模様。 （山口市）
○　全体的に売上は減少している。原因は天候不順が影響し、特に電気店の影響
が大きく、クーラーの売上が減少。 （萩市）

サービス業

○　雨の多い夏だったので、海水浴帰りのお客様が激減。夏休みで、家族旅行が
多かった。スポーツ団体の宿泊もあった。海響館や唐戸市場なども観光客で賑わっ
ていたが、この時期は、もともと宴会も少ないので、前年同様の動きだった。
 （旅館業）
○　夏場は、着用する衣類も少なく家庭での洗濯で十分な品物も多いため、例年閑
散期。寝具類等の大物クリーニングも、先月に続きパッタリ出ない。

 （普通洗濯業）

建 設 業
○　大きな方向は回復である。現在は中弛みの状態であり、年末頃より技能者の不
足感が高まると思われる。官公庁の工事の割合が増えている。 （左官業）

○　長雨のため工事が出来なかったので、工期も迫り、困っている。 （土木工事業）

運 輸 業

○　売上は、昨年の水準を下回り、前年同月比で▲10％程度。今期に入り常態化
している。燃料価格は、８月に入り、原油価格の下落に伴い値下がりしているが、
昨年比では８％程度値を上げており、依然高い水準にある。

 （一般貨物自動車運送業）
○　消費税増税後は大幅に利益が減少し乗務員の収入も減少。タクシー業者の一
部では、高齢者の退職もあり、乗務員確保が困難との声もある。

 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成26年８月期

景況動向
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中央会ＰＲ・お知らせ
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人材の紹介や、雇用調整対象者に
再就職の支援をしています

人材が必要な企業の皆様
　採用に当たっての要望をお聞きして、決め細かな対応に努めています。

雇用調整を検討されている企業の皆様
　全国ネットを活用して、収集した情報を提供して、個別相談やアドバイスを行い、退職を余
儀なくされる従業員の方に、次の職場を紹介します。

　(公財）産業雇用安定センターは、経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益財団法人で
全国ネットでサポートしています、費用はかかりません。　お気軽にご連絡ください。

公益財団法人
産業雇用安定センター山口事務所

ナガオビル

〒754-0014　山口市小郡高砂町３-26　ナガオビル４階
TEL（083）973-8071　　FAX（083）974-5135
TEL (083）973-5136

最新の情報はインターネットで…http://www.sangyokoyo.or.jp/

一時的な負荷不足でお困りの企業の皆様
　自動車製造会社や多くの大手製造業で、過負荷対策として期間を定めた（６カ月が標準的）
出向を受入れております。県外では寮も準備されております。御関心の有る企業様は、お気軽
に相談下さい。県内での出向受け入れも有ります。

平成26年10月１日
山口県火災共済協同組合と山口県中小企業共済協同組合は合併し

『山口県火災共済協同組合』として
新たにスタートしました。

　これにより、火災共済協同組合が火災共済事業以外の共済事業（生命傷害、まごころ共済、自動車
総合共済、医療総合保障共済、傷害総合保障共済、労働災害補償共済）も行うことが出来るようにな
りましたので、総合的・多角的・効率的に組合員のご要望にお答えすることが可能となりました。
　これを機に、「県内中小企業者のための県共済」として、役
職員一同更なる付加価値の高い機能・サービスを提供するこ
とを目指し、今まで以上に相互扶助の精神に基づいた共済事
業に邁進してまいりますので、今後とも組合員及び契約者の
皆様のご愛顧ならびにご支援を賜りますよう心よりお願い申
し上げます。

〒753‒0074
山口市中央四丁目５番16号
ＴＥＬ：083‒925‒6370　ＦＡＸ：083‒925‒6372
ＵＲＬ：http://y-kyosai.axis.or.jp/

山口県火災共済協同組合
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中央会ＰＲ・お知らせ

山口県最低賃金
が変わります。

　使用者はこの最低賃金より低い賃金で労働者を使用するこ
とはできませんので注意が必要です。
　山口県最低賃金のほか下記の最低賃金が定められています。

平成26年10月１日から
１時間 715円

特定（産業別）最低賃金
１　 山口県鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製業、非鉄金属・同合金圧
延業、非鉄金属素形製造業最低賃金

２　 山口県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業最低賃金

３　山口県輸送用機械器具製造業最低賃金
４　山口県百貨店，総合スーパー最低賃金

　★　 今回の山口県最低賃金の改正により、山口県百貨店，総合
スーパー特定最低賃金の１時間710円（平成21年12月15日
改正）を山口県最低賃金が上回ることとなるため、最低賃
金法第６条第１項の規定により、当該使用者は平成26年10
月１日以降、山口県最低賃金の１時間715円以上を支払う
必要があります。

　なお、詳しいことは山口労働局（083－995－0372）又は最寄り
の労働基準監督署にお尋ねください。

厚生労働省山口労働局・労働基準監督署

非正規雇用労働者の正社員転換等の促進を要請
　９月９日、山口労働局及び山口県商工労働部から「非
正規雇用労働者の正社員転換等の促進に関する要請」が
本会へあり、「正社員転換等の促進」、「若者等の正規雇
用」、「女性の活躍推進」の三項目についての山口晃山口
労働局長名の「要請文」を受領しました。
　県内の雇用情勢は、７月の有効求人倍率が1.10倍と、
「一部に厳しさが残るものの改善傾向が継続」していま
す。正社員の有効求人倍率も前年同月比で0.14ポイント
上回って、0.74倍に改善しておりますが、まだまだ低い
水準にあり、今後の正社員の求人増加が期待されていま
す。
　要請文書につきましては、中央会ホームページ（http://
axis.or.jp/info/6271.html）に掲載しており、写しを会
報に同封しております。
　本会会員組合・企業及び組合員企業の皆さまには、趣
旨をご理解の上、非正規雇用労働者の正社員転換等の促
進等に積極的に取り組んでいただきますようお願い申し
上げます。



企業組合むつみ・キッチンばぁ～ばのみなさん

編集・発行
山口県中小企業団体中央会

〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　　Fax 083-925-1860

http://axis.or.jp/

 
印刷製本　株式会社 桜プリント社

表紙写真
「幸せます通り チャレンジショップ」オープン

（天神町銀座商店街振興組合）

　皆さんを代表して、山本ヒロ子理事長（写真：後列の左端）にお話をお
聞きしました。
　
　趣味をお聞きしたところ、「ガーデニングですが、なかなか忙しくて今は
あまりできない状況」とのこと｡
　また、モットーは、「バランスをとる」。緊張感、のんびり、少しの遊び
心の３つの心について、うまくバランスをとることだそうです。
　組合で心がけていることは、レストラン経営において、数字を良くみて、
反省点、改善点等を月１回全員で話し合いをされてみんなで共有されてい
ます。 
　組合のPRをお願いしたところ、「味にこだわって、手作りのお弁当、料理、
新鮮な野菜を取り揃えて皆様のお越しをお待ちしています。「むつみ・キッ
チンばぁ～ば」へ是非お越し下さい。」と笑顔で答えていただきました。

2014Oct
今月の

さわやかレター


